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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、１）根源有機物の高温高圧反応生成物の同定、２）地下生物圏の多様性と代謝特性解析、

３）地下圏微生物の分離・培養、４）根源有機物による微生物の培養、５）メタン安定同位体比の測定、

６）芳香族メトキシ化合物分解経路の解明の６つのサブテーマを設定し、深部地下圏におけるメタンの

成因を根源有機物の熱分解反応並びにその生成物を利用した生物学的メタン生成過程により全容解明

することを目指している。 

（意見等） 

 全体的に研究は順調に進展し、多様な有機物が深部地下生命圏を支えていることを、モデル有機堆積

物の熱分解や微生物群集構造解析と未知微生物の分離培養から示し、メタン生成アーキアがメトキシ

芳香族化合物を出発物質としてメタンを生成する経路を保有することを新たに報告している。さらに、

原油中の炭化水素類がメタン生成アーキアを含む集積培養で直接分解されることを示すなど、数多く

の先駆的な研究成果を上げ、それらは著名な学術雑誌で公表されている。当初計画のうち４）の根源有

機物による微生物の培養に関して、当初目標の達成には至っていないものの、他の項目は当初目標どお

り、あるいはそれを上回る成果をあげており、研究全体としては期待どおりの成果を上げたと評価でき

る。 


